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１．はじめに  

多々良沼は，群馬県館林市と邑楽町に位置する沼で

ある．多々良沼は館林の里沼のひとつであり，貴重な植

物が生息している 1)．停滞水域である多々良沼では，高

度経済成長期前後から水質汚染が進行しており，動植

物の生育環境の悪化や汚染によって発生したアオコや

臭気が問題となっている．沼の汚染に関しては，原単位

法を用いて，発生源ごとの負荷量の推定が行われてい

る 2)．また多々良沼では，1988 年から 1990 年にかけて

浚渫が行われた．浚渫直後に行われた調査では，地形の

変化による水質環境の変化について，夏季に躍層が安

定し，表層水と深層水の混合がなくなっていた 3)． 

本研究では，多々良沼を対象として現況地形と浚渫

前の地形で数値計算を行い，浚渫による沼内の流れと

水質変化について検討することを目的とする． 

２．数値計算の概要 

流れ計算には，静水圧近似した次の連続の式と運動

量保存式を用いた． 
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ここで，t は時間，x，y，z は空間座標，u，v，w は x，

y，z 方向の流速，η は水位，h は水深，
は重力加速度，

ρ は水の密度，p は圧力，sxx，sxy，syx，syyはせん断応力

成分，vtは鉛直乱流，Fu，Fvは水平応力項である．水深

は，次の水深積分された連続式を用いた． 
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ここで，��，�̅は x，y 方向の水深平均流速である．流速

の水面と河床の境界条件は，それぞれ次式とした． 
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水質モデルは，溶存酸素 DO!"
 #⁄ %と水温 T!℃%を対 

 

図 1 水深分布 

 

 

図 2 Ⅰ-Ⅱ断面の地形 

 

象とし，基本的に移流・拡散過程に従うものとし，生成 

項は以下の式を用いた． 
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 図 1 に，2022 年 9 月 12 日に ADCP を用いて計測し

た水深分布を示す．計算条件は，現況地形を case-1，浚

渫前の地形を case-2 とした．Ⅰ-Ⅱ断面の地形を図 2 に示

す．計算に使用した地形データは，国土地理院・基盤地

図データ（5m メッシュ）と図 1 の水深を用いて作成し

た．計算メッシュは非構造格子を用いて，鉛直に case-

1 は 10 層，case-2 は 5 層とした．計算期間は 14 日間と

した．なお，多々良沼の夏季の滞留時間は約 4 日間であ

る． 

３．結果および考察 

 図 3，図 4 に case-1 の表層と底層の流速ベクトルを示
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図 3 case-1 の表層の流速ベクトル 

 

 

図 4 case-1 の底層の流速ベクトル

 

図 5 case-2 の表層の流速ベクトル 

 

 

図 6 case-2 の底層の流速ベクトル 

 

す．表層では多々良川から流入した流れは，孫兵衛川の

流入部付近の弁天島にぶつかりそこに沿って流れてい

る．また，沼中央部に 2 つの大きな循環流が形成されて

いることが確認できる．底層においても同様な流れと

なっている．流速の大きさは，表層のほうが沼南部にお

いて大きいことがわかる． 

 図 5，図 6 に case-2 の表層と底層の流速ベクトルを示

す．表層では沼中央部に循環流が形成されていて，底層

でも同様な流れである．また表層を case-1 と比較する

と，弁天島の南東部の循環流が発達している．さらに沼

東端の流れが case-1 では北向きに一様であるのに対し

て，case-2 では沼岸に沿って流れていないことがわかる． 

図 7 に case-1，case-2 の DO の鉛直分布を示す．各ケ

ースの点は図 1 に示すⅠ-Ⅱ断面内の点 a，b，c と点 d，e

である．case-1 は鉛直方向に DO が低下している．case-

2 も同様に DO の鉛直方向の低下がみられる．また水深

が浅い部分では，case-1 と case-2 の大きな違いはなかっ

た．そのため水深が同じ場所であれば，浚渫前後で DO

の鉛直分布の変化は小さいと考えられる． 

４．おわりに 

 本研究では，停滞水域における浚渫の影響を検討す

るために，多々良沼の浚渫前後の地形を対象とし数値 

 

図 7 DO の鉛直分布 

 

計算を行った．その結果，浚渫前は弁天島の南東部の水

平循環流が発達し，現状地形では沼中央部に水平循環

流が発達していることが明らかとなった．また DO の

鉛直方向への低下を再現できていることが確認された． 
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